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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第２四半期連結
累計期間

第60期
第２四半期連結
累計期間

第59期

会計期間

自平成28年
　10月１日
至平成29年
　３月31日

自平成29年
　10月１日
至平成30年
　３月31日

自平成28年
　10月１日
至平成29年
　９月30日

売上高 （千円） 4,670,949 4,456,839 9,159,517

経常利益 （千円） 310,083 251,976 319,160

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 285,219 177,301 297,893

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 311,821 159,539 386,322

純資産額 （千円） 6,207,745 6,403,290 6,282,007

総資産額 （千円） 11,507,971 11,115,911 11,080,902

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 375.95 233.80 392.69

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 53.9 57.6 56.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 345,732 224,866 769,714

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △214,357 △107,925 △482,361

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 70,326 △120,775 △184,487

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 508,978 406,307 410,141

 

回次
第59期

第２四半期連結
会計期間

第60期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成29年
　１月１日
至平成29年
　３月31日

自平成30年
　１月１日
至平成30年
　３月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 239.92 45.95

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

４．平成29年４月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。第59期の期首に当該株

式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
 
（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、引き続き企業業績や雇用環境は回復基調で推移しているも

のの、将来不安から依然として個人消費は伸び悩んでおります。また米国の政策変更の影響や近隣諸国との外交的

問題など、先行き不透明な状況であります。

　建設業界におきましては、東日本大震災復興関連事業や国土強靭化取組みの推進、東京オリンピック・パラリン

ピックに伴うインフラ整備、更には熊本地震の復興関連事業などの先行性を有する公共投資は依然として堅調に推

移しているものの、業界の慢性的な人手不足や労務費・資材購入費の高騰等も影響し、厳しい経営環境が続いてお

ります。

　このような中、当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ。）は当期経営基本方針として「挙社一致、わが

社の働き方改革の推進力を、より良い受注と生産性向上を目指すことより、発揮する。」を掲げ、鋭意努力してま

いりました。その結果当第２四半期連結累計期間の売上高は、44億56百万円と前年同四半期に比し２億14百万円

（4.6%減）減少となりました。売上高の減少により経常利益は２億51百万円と前年同四半期に比し58百万円

（18.7%減）減少、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億77百万円と前年同四半期に比し１億７百万円（37.8%

減）減少しました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

　ａ.建設事業

　当第２四半期連結累計期間における建設事業の完成工事高は、33億85百万円（前年同四半期比10.0%減）とな

りました。完成工事高の減少に伴い、営業利益は３億94百万円（前年同四半期比4.8%減）となりました。

　　　ｂ.コンクリート製品事業

　当第２四半期連結累計期間におけるコンクリート製品事業の売上高は、９億39百万円（前年同四半期比22.0%

増）となりました。製造原価の上昇により営業利益は８百万円（前年同四半期比70.5%減）となりました。

　　　ｃ.不動産事業

　当第２四半期連結累計期間における不動産事業の売上高は、57百万円（前年同四半期比42.4％増）となりま

した。売上高の増加に伴い、営業利益は23百万円（前年同四半期比187.7%増）となりました。

　　　ｄ.売電事業

　当第２四半期連結累計期間における売電事業の売上高は、47百万円（前年同四半期比1.3%増）となりまし

た。売上原価率の低減により営業利益は13百万円（前年同四半期比19.6％増）となりました。
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（２）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は111億15百万円で、前連結会計年度末に比し35百万円増加しまし

た。主な要因は未成工事支出金が23百万円、商品及び製品が46百万円それぞれ減少したものの、受取手形・完成工

事未収入金等が３億５百万円増加したことによるものであります。

　負債は47億12百万円で、前連結会計年度末に比し86百万円減少しました。主な要因は未成工事受入金が３億74百

万円増加したものの、支払手形・工事未払金等が２億69百万円、１年内返済予定の長期借入金が89百万円、未払法

人税等が66百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　純資産は64億３百万円で、前連結会計年度末に比し１億21百万円増加しました。主な要因は利益剰余金が１億39

百万円増加したことによるものであります。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動により資金は２

億24百万円増加したものの、投資活動により１億７百万円及び財務活動により１億20百万円それぞれ減少したこと

から、前年同四半期末に比べ１億２百万円減少し、当第２四半期連結累計期間末には４億６百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金収支は、２億24百万円と前年同四半期に比し１億20百

万円の減少となりました。これは売上債権の増加額が10億29百万円減少したものの、仕入債務の増減額が９億78

百万円減少したことが主な要因であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金収支は、マイナス１億７百万円と前年同四半期に比し

１億６百万円の増加となりました。これは、有形固定資産の取得による支出が１億14百万円減少したことが主な

要因であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金収支は、マイナス１億20百万円と前年同四半期に比し

１億91百万円の減少となりました。これは短期借入金の増加額が１億80百万円減少したことが主な要因でありま

す。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,040,000

計 3,040,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 760,000 760,000

東京証券取引所

（市場第二部）

福岡証券取引所

 

単元株式数

100株

計 760,000 760,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年１月１日～

平成30年３月31日
－ 760,000 － 1,319,000 － 1,278,500
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（６）【大株主の状況】

  平成30年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社植村組 鹿児島市伊敷５丁目９－８ 67 8.93

株式会社ガイアテック 薩摩川内市小倉町5960番地 67 8.93

株式会社南日本運輸建設 薩摩川内市永利町1355番地１ 49 6.50

コーアツ工業共栄会 鹿児島市伊敷５丁目17－５　 48 6.34

株式会社日本地下技術 鹿児島市伊敷５丁目16－３ 42 5.58

コーアツ工業従業員持株会 鹿児島市伊敷５丁目17－５ 34 4.49

株式会社鹿児島銀行 鹿児島市金生町６－６ 24 3.15

鹿児島リース株式会社 鹿児島市山之口町１番10号 24 3.15

南日本開発株式会社 薩摩川内市樋脇町市比野315 20 2.64

共栄火災海上保険株式会社 港区新橋１丁目18－６ 20 2.63

計 － 398 52.39

 

EDINET提出書類

コーアツ工業株式会社(E00299)

四半期報告書

 7/20



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　1,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　757,200 7,572 －

単元未満株式 普通株式　　　　1,100 － －

発行済株式総数 　　　　　　　760,000  　－ －

総株主の議決権 － 7,572 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、当社保有の自己株式43株が含まれております。

②【自己株式等】

平成30年３月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

コーアツ工業

株式会社

鹿児島市伊敷

５丁目17－５
1,700 　　　　　－ 1,700 0.22

計 － 1,700 　　　　　－ 1,700 0.22

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年１月１日から平

成30年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年10月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 530,141 526,307

受取手形・完成工事未収入金等 ※ 2,207,693 ※ 2,513,011

販売用不動産 94,386 94,386

未成工事支出金 120,338 97,252

商品及び製品 146,500 100,352

仕掛品 5,866 4,063

材料貯蔵品 34,626 25,869

その他 274,496 167,728

流動資産合計 3,414,050 3,528,973

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 1,256,002 1,220,114

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 721,781 679,851

土地 4,098,905 4,094,727

リース資産（純額） 250,400 235,250

建設仮勘定 4,172 55,276

有形固定資産合計 6,331,262 6,285,220

無形固定資産 29,539 28,221

投資その他の資産   

投資有価証券 1,075,197 1,040,353

その他 493,365 495,622

貸倒引当金 △262,513 △262,478

投資その他の資産合計 1,306,049 1,273,497

固定資産合計 7,666,852 7,586,938

資産合計 11,080,902 11,115,911
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 ※ 2,296,987 ※ 2,027,275

短期借入金 51,000 171,000

1年内返済予定の長期借入金 361,885 272,293

未払法人税等 116,652 49,757

未成工事受入金 178,642 553,385

完成工事補償引当金 9,800 6,100

工事損失引当金 21,520 16,213

賞与引当金 131,013 80,690

災害損失引当金 38,118 8,474

その他 301,169 328,753

流動負債合計 3,506,791 3,513,942

固定負債   

社債 200,000 200,000

長期借入金 751,800 653,640

その他 340,304 345,038

固定負債合計 1,292,104 1,198,678

負債合計 4,798,895 4,712,621

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,319,000 1,319,000

資本剰余金 1,278,500 1,278,500

利益剰余金 3,544,051 3,683,434

自己株式 △4,805 △5,144

株主資本合計 6,136,745 6,275,790

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 124,688 100,471

退職給付に係る調整累計額 20,573 27,028

その他の包括利益累計額合計 145,261 127,499

純資産合計 6,282,007 6,403,290

負債純資産合計 11,080,902 11,115,911
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年３月31日)

売上高 4,670,949 4,456,839

売上原価 3,959,241 3,779,381

売上総利益 711,708 677,457

販売費及び一般管理費 ※１ 412,223 ※１ 432,414

営業利益 299,484 245,043

営業外収益   

受取利息 65 108

受取配当金 3,243 3,469

受取賃貸料 5,102 4,626

受取保険金 9,737 3,997

その他 5,395 5,904

営業外収益合計 23,543 18,106

営業外費用   

支払利息 8,810 6,847

支払保証料 3,677 3,809

その他 457 516

営業外費用合計 12,944 11,173

経常利益 310,083 251,976

特別利益   

固定資産売却益 17,777 －

特別利益合計 17,777 －

特別損失   

固定資産売却損 1,600 1,320

固定資産除却損 10,062 －

災害による損失 6,321 －

災害損失引当金繰入額 1,200 －

特別損失合計 19,183 1,320

税金等調整前四半期純利益 308,677 250,656

法人税、住民税及び事業税 61,729 30,189

法人税等調整額 △38,270 43,165

法人税等合計 23,458 73,354

四半期純利益 285,219 177,301

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 285,219 177,301
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年３月31日)

四半期純利益 285,219 177,301

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 12,985 △24,217

退職給付に係る調整額 13,617 6,455

その他の包括利益合計 26,602 △17,761

四半期包括利益 311,821 159,539

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 311,821 159,539

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 308,677 250,656

減価償却費 114,855 135,513

貸倒引当金の増減額（△は減少） △34 △34

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 5,652 △3,700

工事損失引当金の増減額（△は減少） △5,060 △5,307

賞与引当金の増減額（△は減少） 25,110 △50,323

災害損失引当金の増減額（△は減少） △15,612 △29,643

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － 2,528

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10,820 －

受取利息及び受取配当金 △3,308 △3,577

支払利息 8,810 6,847

有形固定資産除売却損益（△は益） △6,115 1,320

売上債権の増減額（△は増加） △1,357,058 △327,147

未成工事支出金の増減額（△は増加） 26,192 23,085

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 20,411 56,708

その他の流動資産の増減額（△は増加） 59,761 85,237

仕入債務の増減額（△は減少） 708,582 △269,711

未成工事受入金の増減額（△は減少） 389,670 374,742

その他の流動負債の増減額（△は減少） 72,734 34,172

その他 3,509 65,355

小計 367,600 346,721

利息及び配当金の受取額 3,309 3,580

利息の支払額 △8,996 △7,006

災害損失の支払額 － △31,404

法人税等の支払額 △16,180 △87,024

営業活動によるキャッシュ・フロー 345,732 224,866

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △226,946 △112,793

有形固定資産の売却による収入 28,180 6,046

無形固定資産の取得による支出 － △1,572

貸付金の回収による収入 297 917

その他 △15,889 △523

投資活動によるキャッシュ・フロー △214,357 △107,925

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 300,000 120,000

長期借入金の返済による支出 △177,672 △187,752

リース債務の返済による支出 △13,510 △15,150

自己株式の取得による支出 △977 △311

配当金の支払額 △37,513 △37,561

財務活動によるキャッシュ・フロー 70,326 △120,775

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 201,701 △3,833

現金及び現金同等物の期首残高 307,276 410,141

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 508,978 ※ 406,307
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権

　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日及び振込期日をもって決済

処理をしております。なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期

間末日満期手形及び電子記録債権が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　また、電子記録債権は連結貸借対照表の「受取手形・完成工事未収入金等」に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年９月30日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年３月31日）

受取手形 14,065千円 9,319千円

電子記録債権 10,644 37,785

支払手形 123 108

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
 

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年10月１日
　　至 平成29年３月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年10月１日
　　至 平成30年３月31日）

従業員給料手当 153,396千円 154,624千円

退職給付費用 11,675 9,761

賞与引当金繰入額 25,721 22,031

 

　２　売上高の季節的変動

前第２四半期連結累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成29年10月１日　至　平成30年３月31日）

　当社グループの事業内容は主に建設事業であり、売上高の概ね８割～９割を公共工事で占めております。当該

売上高は、工事の完成引渡しが第２四半期連結会計期間に集中しているため、第２四半期連結会計期間に多く計

上される季節的変動要因があります。

　ただし、工事進行基準適用工事の増加に伴い、工事進行基準に基づく売上高が工事の進捗度に応じて分散して

計上される割合が高まっているため、季節的変動は軽減される傾向にあり、また、工事進行基準適用工事の完成

工事高は受注案件の工事環境の特性に影響を受けるため、冬季に施工が困難な大口の受注案件がある場合には、

上記の季節的変動が生じない場合があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

お　りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年10月１日
至 平成29年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年10月１日
至 平成30年３月31日）

現金及び預金勘定 628,978千円 526,307千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △120,000 △120,000

現金及び現金同等物 508,978 406,307
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年３月31日）

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年12月21日

定時株主総会
普通株式 37,941 5.0

平成28年

９月30日

平成28年

12月22日
利益剰余金

　　　　　注.１株当たり配当額については、基準日が平成29年９月30日であるため、平成29年４月１日付の株式併合前
の金額を記載しております。

 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年10月１日　至　平成30年３月31日）

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年12月21日

定時株主総会
普通株式 37,918 50.0

平成29年

９月30日

平成29年

12月22日
利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成28年10月１日 至平成29年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 建設事業
コンクリー
ト製品事業

不動産事業 売電事業 計

売上高         

外部顧客への

売上高
3,762,514 769,661 40,580 47,097 4,619,854 51,094 － 4,670,949

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ 71,265 835 － 72,101 917 △73,018 －

計 3,762,514 840,927 41,416 47,097 4,691,956 52,012 △73,018 4,670,949

セグメント利益 414,132 30,164 8,188 11,637 464,123 11,532 △176,170 299,484

（注）1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業等を含んでおりま

す。

2.セグメント利益調整額△176,170千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれており

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。
 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　該当事項はありません。
 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成29年10月１日 至平成30年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 建設事業
コンクリー
ト製品事業

不動産事業 売電事業 計

売上高         

外部顧客への

売上高
3,385,326 939,342 57,773 47,711 4,430,154 26,685 － 4,456,839

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ 83,176 835 － 84,012 785 △84,798 －

計 3,385,326 1,022,518 58,609 47,711 4,514,166 27,471 △84,798 4,456,839

セグメント利益 394,429 8,892 23,559 13,922 440,804 975 △196,736 245,043

（注）1.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品事業等を含んでおりま

す。

2.セグメント利益調整額△196,736千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれており

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

3.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。
 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　該当事項はありません。
 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年10月１日
至　平成29年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年10月１日
至　平成30年３月31日）

１株当たり四半期純利益 375円95銭 233円80銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 285,219 177,301

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
285,219 177,301

普通株式の期中平均株式数（千株） 758 758

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は平成29年４月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年５月10日

コーアツ工業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川畑　秀二 　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西元　浩文 　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコーアツ工業株

式会社の平成29年10月１日から平成30年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年１月１日から

平成30年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年10月１日から平成30年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、コーアツ工業株式会社及び連結子会社の平成30年３月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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